
設立事務の流れ

設立に関する基本事項の整理

↓

賛同者（組合員となる者）の募集 － ３人以上の農民が発起人となることが必要

↓

事業目論見書の作成

↓

定款，事業計画，役員選任（案）の作成 － 事業目論見書を踏まえて作成

↓

組合員の設立同意書 － 組合員になろうとする者が発起人に提出

↓

発起人会の開催 － 議事録を整備すること
① 定款の承認
② 事業計画の設定
③ 役員の選任

↓

設立事務引渡 － 発起人から理事へ引き渡した後の事務は理事が行う。

↓

出資の払込み － 組合員から代表理事へ払い込む。
領収書は２通作成し，そのうち１通は登記に使用する。

↓

農業委員会との協議 － 農地所有適格法人として農地法上の諸権利を取得しよう
とする場合に行う。

↓

設立登記・農事組合法人の成立 － 登記申請は出資払込みの日（非出資法人は理事
選任の日）から２週間以内に行う。

↓

設立の届出 － 登記の日から２週間以内に行政庁へ届出を行う。


